
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０３

挑戦的萌芽研究

2013～2011

ロボットリテラシー教育の基礎構築と教材の開発

Developing foundations of Robot literacy educations

９０３５２５２５研究者番号：

須藤　秀紹（Suto, Hidetsugu）

室蘭工業大学・工学（系）研究科（研究院）・准教授

研究期間：

２３６５３２６０

平成 年 月 日現在２６   ６   ５

円     2,500,000 、（間接経費） 円       750,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，将来出現することが予想される「ロボットネイティブ」世代を対象としたリテ
ラシー教育教材開発のための基礎研究として，子ども達のロボットに対する意識の現状を調査し，それに基づいたロボ
ットリテラシー教育教材を試作，評価した．ロボットネイティブとは，ものごころがついた頃から家庭用ロボットと身
近に接しているような世代を指す．これらの世代は，幼い頃からインターネットなどのデジタルメディアに接している
デジタルネイティブ世代と同様，それ以前の世代とは違う価値観を持ち，行動する可能性がある．本研究の成果は，将
来のロボットネイティブ世代が家庭用ロボットと望ましい関係を築くことに貢献すると期待できる．

研究成果の概要（英文）：This study aims to make a foundation of literacy educations for "robot native" gen
eration which means the people who is growing after home appliance robots have become popular. In order to
 achieve the goal,  children's conceptual model for humanoid robots have been investigated, and two trial 
education materials have been developed.
Robot native generation people should think and act different ways from the before generation people as sa
me as "digital native generations," and it might cause some problems with us. The results of this study wo
uld be used to solve such problems in the future.
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）	 

１．研究開始当初の背景 
	 介護ロボットや生活支援ロボットが実用
的なレベルまで進化しており，家庭内でのロ
ボットとの共生が現実的になってきた．「ロ
ボットのある生活」は，開発者の想定する理
想で語られるが，実際に私たちの社会をどの
ように変えるかについては明らかになって
いない． 
	 情報メディアに関しては，無防備に発信者
からの情報を受け入れることの危険性が認
識されており，多くの国でメディアリテラシ
ー教育の研究・実践が行われている．しかし
ながら家庭用ロボットに関しては，その利便
性のみが注目されがちであり，利用者の思考
や行動への影響についてはあまり議論され
ていない．ロボットはその挙動や発言に設計
者の思想が反映されることから，設計者の思
想を間接的に伝えるメディアとして捉える
ことができる．今後，家庭用ロボットの普及
とともに，これを対象としたリテラシー教育
が求められると予想できる． 
	 これまでの歴史を振り返っても，人々は常
に新しい技術によってもたらされるメディ
アが世代間の意識の乖離を生じさせてきた．
例えば，物心がついたときから携帯電話やイ
ンターネットなどのデジタルメディアと接
してきた，いわゆるデジタルネイティブと呼
ばれる世代とそれ以前の世代との間では，こ
れらのメディアに対する考え方は大きく異
なる．この乖離の要因の一つとして，メディ
アの進化過程を体験することによってその
開発目的や内部構造を理解しているのか，も
しくはブラックボックスとしてその存在を
受け入れているのかという違いを挙げるこ
とができる． 
	 一般的に新しい技術に対する概念モデル
は古い概念モデルをベースに構築されてい
くため，経験していない技術に関する概念モ
デルは，リテラシー教育で学ばなければ正し
く形成することはできない．このため家庭用
ロボットの技術が熟成し，家庭内に普及した
のちに生まれ育った人々「ロボットネイティ
ブ」のための教育システムが必要になる． 
 
２．研究の目的 
	 本研究の目的は，来るべきロボットネイテ
ィブ世代のためのリテラシー教育方法論の
基礎を構築することである．具体的には次の
二つの項目から構成させる． 
（１）ロボットに対する意識の調査 
対象の児童・生徒がメディアとしてのロボッ
トをどのように捉えているかについて，アン
ケート調査とフィールドワークによって調
べる．これによって，デジタルネイティブ世
代とそれ以前の世代との間で，家庭内で活動
するロボットに対する概念や意識がどのよ
うに異なるかを明らかにする． 
（２）ロボットリテラシー教材の試作 
調査によって得られた情報を分析して，ロボ
ットに関する概念のうち可視化すべきであ

るものを明らかにする．そして，ロボットリ
テラシー教育のための教材を試作して，その
効果を確認する． 
 
３．研究の方法 
(1)メディアリテラシー教育の分析	 
	 ロボットはコンピュータにセンサーやア
クチュエータを備えたデバイスである．そし
てこれらのインタフェースを用いて人とイ
ンタラクションすることによって情報やタ
スクを処理する．また前述したとおり，家庭
用ロボットの言動は，多かれ少なかれ設計者
の思想を反映したものになる．つまり家庭用
ロボットは，設計者の思想を発信する一種の
情報メディアであると捉えることが可能で
ある．そのため，既に先行しているメディア
リテラシー教育の中に，ロボットリテラシー
教育のためのヒントが隠されていることが
期待できる．そこで，既に実施されているメ
ディアリテラシー教育の事例を集めて，その
特徴や対象としている範囲，方法論を分析す
る．	 
	 
(2) ロボットリテラシー実態調査	 
	 現時点でのロボットに対する意識を確認
するために実態調査を実施する．調査項目は
(1)で得られた分析結果を参考に，メディア
リテラシー意識調査に習って決定する．また，
室蘭工業大学で実施してきたロボットワー
クショップの担当者に聞き取り調査を実施
して必要な項目を追加する．	 
	 調査対象は，小学校低学年，高学年，中学
生，高校生，大学生の 5つのグループとする．	 
	 また，人工物と人との境界に対する意識を
検証するために，義手のデザインに着目し，
その印象評価を行う．	 	 
	 
(3) ロボットリテラシー教育教材の試作	 
	 教材は，小学校高学年用，中学生以上用の
２種類を作成する．これまで実施してきた教
育へのゲーム要素の導入や，認知心理学に基
づく教材開発などの成果を応用することで
実現する．	 
	 
４．研究成果	 
(1)メディアリテラシー教育の分析	 
鈴木（1997）らの提案しているメディアリテ
ラシー教育のためのメディア分析モデル（図
1 左）に基づいて，ロボットリテラシー教育
のための家庭用ロボット分析モデル（同図
右）を構築した．このモデルは，メディアと

 
図 1 メディア分析モデル（左）と家庭用ロボット分

析モデル（右） 



しての家庭用ロボットを理解する上で必要
な３つの領域とその要素を表している．	 
	 また，家庭用ロボットの普及によって新た
に必要となる教育の特性を明らかにするた
めに，不便益研究（川上 2011）に基づいた考
察を加えた．図 2は，科学技術の進歩によっ
て，人々がもつ技能や知識が失われてしまう
過程を表している．（A）は省力化のためにサ
ブタスクがブラックボックス化されること
によって，それらのサブタスクに付随してい
たノウハウが失われてしまう場合を表す．一
方（B）は，新たな技術の登場によってサブ
タスクそのものが変化してしまい，それまで
用いられていたノウハウが使えなくなって
しまう状況を表す．ロボットリテラシー教育
教材開発のためには，これらの２つの過程を
意識する必要があることが分かった．	 
	 
(2) ロボットリテラシー実態調査	 
	 ロボットに対する意識や捉え方を効率的
に収集するためのシステムを開発した．開発
したシステムは，災害時教育やモラル教育の
現場で実績のある「クロスロードゲーム」を
ベースとしたウェブサイト上で参加できる
簡単なコミュニケーション・ゲームである．
参加者はウェブ・ブラウザやスマートフォン
などの携帯端末を用いて，画面上に表示され
る設問に「はい」もしくは「いいえ」で答え
る．表示される設問はロボットリテラシーに
かかわるさまざまなジレンマである．各プレ
イヤーが回答後，投票結果が開示される．そ
の際，多数派だったプレイヤーが得点する．
参加者は他者の立場を推測しつつ自らの立
場を明らかにすることになる．ゲームの結果
はサーバ上のデータベースに自動的に蓄積
される仕組みになっている．	 
	 また室蘭工業大学に設置されたロボット
工学教育施設「ロボットアリーナ」を活用し
た児童，生徒向けの公開講座（子供向けメカ
トロ教室「簡単！電子工作」やロボットスク
ール２０１２「サッカーコンテスト編」など）
を多数開催してアンケート調査を実施し，デ
ータを蓄積した．アンケート項目は，図 1に
示す家庭用ロボット分析モデルに従って用
意した．電気回路などの工作を行った参加者
の多くがロボット工学への興味を示し，同時
に家庭用ロボットに対して批判的な態度が
見られるようになったことから，これらの経
験がロボットについて考える機会となって

いることが確認できた．	 
	 さらに，人工物と人との境界に対する意識
を検証するために，義手のデザインとその印
象評価を研究テーマに追加した．違和感を感
じさせない義手の在り方についていくつか
の設計案を作成して，それに対する印象を検
証した．	 
	 
(3) ロボットリテラシー教育教材の試作	 
	 ロボットリテラシー実態調査に基づいて，
ロボットリテラシー教育用の教材を試作し
た．開発した教材は小学校高学年向けと中学
生以上向けの 2種類である．これらの教材は，
学習者の興味を惹き，高いモチベーションを
保つためにカードゲームおよびボードゲー
ムの形態とした．	 
	 中学生以上向けの教材はカードゲームと
し，教育用ゲーム開発手法の一つである
Transformation	 modeling	 protocol（Goto,	 
Y.,2012）に従って開発した（図 3）．被験者
実験を行って，（１）ゲームとして成立して
いるかどうか，（２）プレイヤーが期待した
領域について意識できたかについて確認し，
ゲームに改良を加えた．	 
	 また小学校高学年向けの教材は，カードゲ
ームの実験結果に基づいて，サイコロを用い
る双六（ボードゲーム）として開発した（図
4）．このゲームは，止まったマスの指示に従
ってロボットリテラシーに関する問題に答
えながらゴールを目指すものである．	 

	 
	 またロボットの内部構造に関する教育教
材として「ロボットアリーナ」を利用したワ
ークショップを設計して実施した．ロボット
の５大構成要素として，a)	 機構，b)	 エネル
ギー，c)	 アクチュエータ，d)	 センサー，e)	 
コンピュータがある．このワークショップで

 
図 2 技術の進歩とそれに失われる知識 

 
図 3 開発したカードゲームの一部 

 

 
図 4 開発したボードゲームの一部 

 



は，これらを題材に取り上げ，ワークショッ
プの導入とまとめにおいて，取り上げた要素
について受講者に説明を加えた．例えば，機
構を教えるワークショップでは，機構が異な
るいくつかの四足歩行ロボットを製作し，歩
行速度を競わせる競技を行った．機構の違い
が性能の差になって表れることを体感的に
学ぶ機会を提供した．プログラミングをする
ワークショップでは，作成したプログラムの
流れ図とロボットの動作を対応づけて学ぶ
ことができた．	 
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